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平成 27 年５月期 通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 26 年 12 月 25 日に公表いたしました平成 27 年５月期（平成 26 年６月１日～平成 27

年５月 31 日）の業績予想について、下記のとおり修正することといたしましたのでお知らせいたしま

す。 

記 

●業績予想の修正について 

平成 27 年５月期通期連結業績予想数値の修正(平成 26 年６月１日～平成 27 年５月 31 日) 

(単位：百万円)  

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 53,500 610 605 415 70 円 24 銭

今回修正予想(Ｂ) 50,000 520 520 240 40 円 53 銭

増減額(Ｂ－Ａ) △3,500 △90 △85 △175 

増減率(％) △6.5 △14.8 △14.0 △42.3 

(ご参考)前期実績 

(平成 26 年５月期) 
45,986 172 170 △144 △24 円 45 銭

 

修正の理由 

連結売上高につきましては、外商事業における既存得意先との深耕や新規開拓の伸展、アミカ事業における新

規出店や販売施策の効果などにより、両事業においては予想を上回ることが見込まれているものの、水産品事業

におけるナマコ取引に関する売上高の取り消し 3,273 百万円等の影響が大きく、前回発表予想を下回る見込みで

す。 

営業利益、経常利益につきましては、全社的に販売管理費の抑制に取り組んだ成果が表れているものの、売上

高の取り消し等に伴う売上総利益の減少が影響し、前回発表予想を下回る見込みであります。 

当期純利益につきましては、営業利益、経常利益の差異要因に加え、水産品事業における前渡金回収不能にか

かる貸倒引当金繰入額等を水産品事業関連損失として特別損失に 100 百万円計上したことなどにより、前回発表

予想を下回る見込みです。 

 

※本資料に記載されている業績予想は、発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


